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弁護士、司法修習生の
キャリア構築にあたり、
おさえておくべき
知識やノウハウを豊富に掲載！

「大手法律事務所」「外資系法律事務所」

「中堅企業法務系法律事務所」「一般民事系法律事務所」

「インハウス」の弁護士に関して、

年収やキャリアの流れ、特性等をデータに基づいて解説！

転職活動における
書類作成の手法や面接対策に
ついても具体的に紹介！
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弁護士のキャリアアップを支える一冊！
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五大法律事務所（アンダーソン・毛利・友常法律事務所、森・濱田松本
法律事務所、西村あさひ法律事務所、長島・大野・常松法律事務所、TMI
総合法律事務所の5つの法律事務所を合わせて「五大法律事務所」という）
は、以前より渉外系法律事務所とも呼ばれ、他の企業法務系法律事務所よ
りも早い時期から、海外展開を行ってきました。本稿では、五大法律事務
所の海外展開の拠点推移とその分析、及び、今後予想される海外展開につ
いてお示しします。

①五大法律事務所の海外展開年表

五大法律事務所の海外進出の
進展01

五大法律事務所の海外展開（外資系法律事務所との業務提携等に関する情報を含む）

AMT MHM N&A NOT TMI

1998 北京オフィス
開設

北京オフィス
開設

上海オフィス
開設

…

2005 上海オフィス
開設

…

2010

北京事務所（日
本西村朝日律
師事務所駐北
京 代 表 処 ）、
ホーチミン
事務所開設

ニューヨーク
オフィス開設

2011 ハノイ事務所
開設

ホーチミン
オフィス開設

2012 シンガポール
オフィス開設

シンガポール
事務所開設

シンガポールオ
フィス、ハノイオ
フィス、ヤンゴン
オフィス、北京
オフィス開設
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企業内で勤務する弁護士（以後インハウスローヤーという）は、現状増
加しています。今後もインハウスローヤーの人数は、増加するのでしょう
か？　筆者は、企業内法務部・官公庁から取得した情報から考察すると、
まだまだ日本におけるインハウスローヤーの需要は拡大するとみていま
す。まずは、データから見てみましょう。

企業内弁護士数推移

※弁護士法5条に基づき司法修習を経ずに弁護士登録した者を除く
日本組織内弁護士協会「企業内弁護士数の推移」（https://jila.jp/material/statistics）を基に筆者作成
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上記のとおり、近年毎年200名規模でインハウスローヤーが増加してい
ます。
200名分のポジションしかないわけではなく、実際はもっと多くの埋
まっていない、つまり、採用できていないポジションが存在しています。「1
年間採用活動したが採用できなかった」という声は各方面から聞こえてく

インハウスローヤーの
さらなる勢力拡大03
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■宛先
〒107 8560
東京都港区南青山2 11 17
第一法規株式会社
　  FAX.0120 302 640

書店印

この申込書は、ハガキに貼るか、

ください。

  

このままFAXで下記宛お送り

キ　リ　ト　リ　線

□公用
□私用

　　　　　 　―　　　　　　　 ―　 　　　　　ＴＥＬ

@E-mail

ご住所

様　 ㊞

〒　　　―　　　　

フリガナ

ご氏名

事務所名

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたし
ます。また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料550円（税込）にてお届けいたします。

＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを    で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

年　　　　月　　　　日

お客様よりお預かりした個人情報は、納品や請求書等の発送・アフターサービス、弊社製品・サービスのご案内などの目的のために利用させていただきます。また、お客様の個人情報は、
弊社ホームページに掲載のプライバシーポリシーに基づき適切に取り扱います。なお、個人情報についての照会、修正・削除・利用停止を希望される場合、その他お問い合わせにつきまし
ては、お問合せフォーム かフリーダイヤルにてご連絡ください。　フリーダイヤル　　TEL.0120 203 696　　FAX.0120 202 974

お客様の個人情報の
取扱いについて

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用
いただけません。

1万円以下の場合、330円（税込）
3万円以下の場合、440円（税込）
10万円以下の場合、660円（税込）

(https://www.daiichihoki.co.jp/support/contact/contact.php)
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54 第 1部 法律事務所形態別のキャリアの違いについて

  転職市場における大手法律事務所出身者のメリット、デメリットをまと
めると次のようになります。紙面の関係上、主要なものに絞っています。

  メリット  
① 専門的スキルの獲得  
② 有名事務所出身であるというブランド獲得  
③ 報酬  

  デメリット  
① ワークライフバランスが確保できない  
② 自分固有のクライアントが確保できない可能性が高い  
③ 一般民事事件のスキルを獲得できない可能性がある

  専門的スキルの獲得  メリット
1   

  専門的スキルが獲得できるということは、大きなメリットです。  
  大手法律事務所のクライアントは、大企業が多いこともあり、難易度が
高く規模が大きい案件に関与することがあります。中小規模の法律事務所
では、大手法律事務所が受注するようなプロジェクト案件等を受注できる
ことはまれであり、経験すること自体が困難であるといえます。また、プ
ラクティスによっては、大手法律事務所と一部の法律事務所しか依頼され
ないため、大手に在籍していなければ当該プラクティスの経験値を積むこ
とができないのです。当該プラクティスをどこの事務所が扱っているのか、

 大手法律事務所出身者としての
メリット・デメリット  05

55  大手法律事務所の弁護士編  

得意としているのか、を事前にリサーチする必要があります。  

  中小規模の法律事務所のメインクライアントは、大手企業ではなく中小
零細企業及び一般人が多いものです。したがって、案件の規模や訴額等が
小規模であることが多いのです（もちろん、代表弁護士やパートナー弁護
士が大手企業を顧問先として抱えている中小規模の法律事務所はありま
す）。 ウェブサイト 等で大手企業をクライアントにしているということを
うたっている法律事務所の中には、実際には、大手企業から訴額の小さな
交通事故案件を大量に受注してこなしているケースも散見されます。  
  以上のような実態に照らせば、大手企業からの M ＆ A 案件・プロジェ
クト案件等に関与する機会に恵まれていることは、大きなメリットでしょ
う。  

  私が担当した大手法律事務所出身のアソシエイト弁護士は、大手企業へ
転職活動した際に、企業が課した案件の処理能力を見る試験において、ず
ば抜けた事務処理能力と問題解決能力があるとの評価を得ていました。  
  大手企業が入社時に問う能力をほぼ完璧な形で持ち合わせていたこと
は、クライアントが大手企業であり、その業務を日々こなしていることが
大きな要因であったと思われます。

  有名事務所出身であるというブランド獲得  メリット
2   

   大手法律事務所出身というブランドは、転職活動やクライアント獲得に
おいて高い効果を発揮します。  

  例えば、転職市場に、大手法律事務所のアソシエイトが出てきたとしま
す。  
  まず、ヘッドハンターから案件付きのスカウトメールが複数送信されて
きます。そして、ヘッドハンターは、面談のお誘いのメールを送ってくる

第１章  大手法律事務所の弁護士編
　01 属性分析
　02 大手法律事務所の弁護士の年収
　03 大手法律事務所に入所した後のキャリアの流れについて
　04 大手法律事務所出身者の転職先について
　05 大手法律事務所出身者としてのメリット・デメリット
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　03 中堅企業法務系法律事務所に入所した後のキャリアの流れについて
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　02 一般民事系法律事務所の弁護士の年収
　03 一般民事系法律事務所に入所した後のキャリアの流れについて
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　03 インハウスローヤーになった後のキャリアの流れについて
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　01 五大法律事務所の海外進出の進展
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第１章　企業編
　01 求人票の作成者について
　02 企業内法務の業務内容について
　03 組織構造について
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　04 面接対策
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資料編  全国法律事務所ランキング


